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自
分
は
一
昨
年
の
秋
か
ら
、
昨
年
の
十
月
に
懸
け
、
一
年
間
餘
歐
洲
諸
國
を

遊
歴
し
、
其
傍
巴
里
・
倫
敦
・
伯
林
・
聖
彼
得
堡
等
の
國
都
で
、
先
般
燉
煌
及

支
那
の
西
陲
か
ら
發
見
さ
れ
て
、
一
時
斯
學
界
を
賑
は
し
た
、
漢
代
の
木
簡
、

及
び
縑
に
書
い
た
漢
人
の
尺
牘
、
六
朝
及
び
唐
代
の
舊
抄
卷
子
本
や
ら
、
且
つ

古
抄
本
の
一
部
を
筆
録
し
て
歸
つ
た
。
又
同
時
に
歐
洲
に
名
高
き
支
那
學
者
の

門
を
叩
き
て
、
其
緒
論
を
聽
き
、
支
那
學
を
一
科
目
と
立
て
あ
る
大
學
若
し
く

は
東
洋
語
學
校
な
ど
ゝ
名
の
附
く
所
は
、
必
ず
參
觀
し
て
、
支
那
に
關
す
る
各

般
の
研
究
が
如
何
に
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
か
を
見
て
尠
な
か
ら
ぬ
利
益
を
得
た
が
、

以
下
歐
洲
に
於
け
る
支
那
學
の
現
状
を
國
に
順
う
て
略
敍
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

　
佛

國

　
公
平
に
い
つ
て
、
將
來
は
い
ざ
知
ら
ず
、
過
去
及
現
在
に
於
い
て
、

支
那
學
の
最
も
盛
ん
な
る
は
佛
國
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
尤
獨
逸
で
も
、
伯
林
大

學
に
『
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
教
授
』
（Prof.D
r.D

e
G

root

）
大
學
附
屬
東
洋
語
學

校
支
那
語
科
に
『
フ
ヲ
ル
ケ
教
授
』
（Prof.D

r.Forke

）
ハ
ム
ブ
ル
グ
殖
民
學

院
に
『
フ
ラ
ン
ケ
教
授
』
（Prof.D

r.Franke

）
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
學
に
ド
ク
ロ

ル
・
コ
ン
ラ
デ
（D

r.C
onrady

）
氏
等
あ
つ
て
熱
心
に
研
究
を
や
つ
て
居
り
、

又
彼
得
堡
大
學
に
も
昨
年
正
教
授
に
榮
陞
し
た
イ
ワ
ノ
フ
（Prof.D

r.Ivanow
）

や
助
教
授
ア
レ
キ
シ
エ
ー
フ
（A

lexief

）
な
ど
少
壯
有
爲
の
人
達
が
居
て
、
將

來
歐
洲
に
於
け
る
支
那
學
は
、
種
々
の
點
よ
り
露
獨
兩
國
が
他
國
を
凌
駕
す
る

や
う
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
と
思
ふ
が
、
兎
も
角
今
日
ま
で
の
處
で
は
、
佛
國

が
斯
學
に
於
て
覇
權
を
握
つ
て
居
る
。
そ
れ
は
如
何
な
る
理
由
か
と
い
ふ
に
、

必
竟
歐
洲
に
於
て
佛
國
人
が
最
も
早
く
支
那
の
文
學
宗
教
言
語
の
研
究
を
や
つ

た
、
佛
國
が
支
那
學
研
究
の
最
も
古
き
歴
史
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
其
一
例

と
し
て
歐
洲
諸
國
の
大
學
で
、
支
那
學
の
講
座
を
一
番
先
き
に
置
い
た
の
は
、

何
處
か
と
い
ふ
に
、
自
分
の
寡
聞
を
以
て
す
る
と
、
彼
の
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
で
ア
ベ
ル
・
レ
ミ
ュ
サ
（
〔A

belR
e'm

usat1788-1832

〕
）
が
最
初

の
支
那
學
教
授
と
し
て
同
校
の
校
堂
で
就
任
演
説
を
し
た
の
は
實
に
紀

元

一

千

八

百

十

五

年

正
月
十
六
日
の
事
で
（
一
）
、
即
ち
今
を
距
る
九
十
九
年
前
、
佛

國
の
大
學
で
は
已
に
支
那
學
專
門
の
教
授
が
居
た
の
で
あ
る
。
飜
つ
て
英
獨
露

諸
國
の
大
學
は
何
如
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
、
英
國
牛
津
大
學
で
か
の
支
那
學
の

老
兵
ゼ
ー
ム
ス
・
レ
ツ
グ
（Jam

esLegge
1815-1897

）
の
爲
め
に
、
支
那
學

の
講
座
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
や
つ
と
紀
元
一
千
八
百
七
十
六
年
で
（
二
）
、

又
同
じ
く
八

十

八

年

に
（
三
）
ケ
ム
ブ
リ
チ
大
學
で
ト
ー
マ
ス
・
ウ
　ヰ
ー
ド

（SirThom
asW

ade
1818-1895

）
が
支
那
學
最
初
の
講
座
を
充
た
し
た
、
獨

逸
で
は
ウ
　ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ョ
ツ
ト
（W

ilhelm
Schott1807-1889

）
ゲ
ヲ
ル

グ
・
フ
　ヲ
ン
・
デ
ル
・
ガ
ベ
レ
ン
ツ
（G

eorg
von

derG
abelentz

1840-1893

）

又
先
年
物
故
し
た
グ
ル
ー
ベ
（W

.G
rube

）
な
ど
い
ふ
支
那
學
者
が
、
何
れ
も

伯
林
若
し
く
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
學
に
關
係
を
持
つ
て
居
た
が
、
自
分
の
知
る
所

で
は
、
此
の
う
ち
正
教
授
で
あ
つ
た
の
は
ガ
氏
一
人
で
、
然
か
も
ガ
氏
と
い
ひ
、

グ
氏
と
い
ひ
、
寧
言
語
學
者
と
い
つ
た
方
が
適
當
で
、
純
粹
な
支
那
學
者
で
、

正
教
授
と
な
り
、
ゲ
ハ
イ
ム
ラ
ー
ト
の
榮
稱
さ
へ
有
す
る
の
は
荷
蘭
か
ら
引
張

つ
て
來
た
現
任
伯
林
大
學
教
授
ホ
ロ
ー
ト
氏
が
最
初
で
あ
ら
う
。
そ
れ
か
ら
露

國
は
何
如
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
該
國
の
學
者
で
、
支
那
塞
外
民
族
の
言
語
地

理
を
研
究
し
た
り
、
又
隨
分
支
那
本
部
の
文
學
史
學
と
か
、
地
質
植
物
な
ど
ま

で
調
べ
た
人
は
少
く
な
い
が
、
彼
得
堡
大
學
東
洋
言
語
科
大
學
に
、
支
那
語
言

科
（
此
に
は
語
言
科
と
い
ふ
。
他
國
に
て
支
那
學
、
支
那
文
學
科
と
い
ふ
が
如

し
。
）
、
が
始
め
て
入
つ
た
の
は
、
紀

元

一

千

八

百

五

十

四

年

で
（
四
）
、
彼

の
ワ
シ
リ
エ
フ
（V

.V
asilief

）
が
實
に
最
初
の
支
那
學
教
授
で
あ
つ
た
。
以
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上
擧
げ
た
所
で
、
佛
國
の
大
學
で
最
も
早
く
支
那
學
の
講
座
が
置
か
れ
た
事
が

分
る
。
尤
も
此
丈
で
は
穴
勝
現
在
佛
國
で
支
那
學
が
最
も
盛
ん
な
唯
一
の
證
據

と
は
な
ら
ぬ
。
何
故
と
な
れ
ば
、
西
洋
で
支
那
學
を
や
る
人
に
は
、
從
來
二
つ

の
種
類
が
あ
る
。
即
ち
一
は
本
國
に
居
て
や
る
人
で
、
一
は
支
那
に
往
つ
て
や

る
人
で
あ
る
。
前
に
擧
げ
た
レ
ミ
ユ
ー
サ
で
も
其
弟
子
で
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
支
那
學
の
講
席
を
襲
い
だ
ヂ
ユ
リ
ア
ン
の
如
き
は
前
者
に
屬
し
、
彼
等

も
我
國
從
來
の
漢
學
者
同
樣
で
、
支
那
に
往
つ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
支
那
語

を
話
す
こ
と
も
出
來
ぬ
。
唯
本
を
讀
ん
で
理
解
す
る
丈
の
人
で
あ
つ
た
。
第
二

類
の
人
は
支
那
に
往
つ
て
や
る
人
で
あ
る
。
英
國
の
如
き
は
此
種
類
の
人
が
多

く
、
彼
等
は
本
國
に
在
る
と
き
は
、
支
那
の
事
物
に
就
き
何
等
の
智
識
な
く
、

外
交
官
志
望
と
か
、
又
宣
教
師
と
し
て
支
那
に
派
遣
さ
れ
、
多
年
其
地
に
あ
つ

て
、
獨
學
で
支
那
の
學
問
を
な
し
、
遂
に
立
派
な
支
那
學
者
と
成
つ
た
人
が
隨

分
多
い
樣
な
譯
で
、
或﹅
國﹅
の﹅
大﹅
學﹅
に
支
那
學
が
閑
却
さ
れ
た
か
ら
、
必
ず
し
も

其
處
に
此
學
が
振
は
な
か
つ
た
と
も
言
へ
ぬ
が
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
支
那
に

關
す
る
興
味
が
一
般
に
擴
が
つ
て
、
其
研
究
を
や
つ
て
見
よ
う
と
思
ふ
人
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
講
座
も
置
か
れ
た
譯
で
、
佛
國
に
於
け
る
支
那
學
の
淵
源
が
、
他

國
よ
り
も
遠
い
事
は
爭
は
れ
ぬ
と
思
ふ
。

　
話
が
岐
路
に
入
る
虞
は
あ
る
が
、
序
に
歐
洲
に
於
け
る
支
那
學
の
起
源
に
就

い
て
申
述
べ
た
い
。
抑
歐
洲
人
が
歐
洲
に
於
い
て
出
版
し
た
著
書
中
に
支
那
文

字
の
揷
入
さ
れ
た
の
は
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
で
、
ア
ウ
ギ
ユ
ス
タ
ン
派
の
ジ
ユ
ア

ン
・
ゴ
ン
サ
レ
・
デ
・
メ
ン
ド
ウ
サ
（
〔P.Juan

G
onc,alez

de
M

endoc,a

〕
）

の
支
那
史
（
五
）
が
最
も
古
い
と
い
ふ
。
原
本
は
紀
元
一
千
五
百
八
十
五
年
に

羅
馬
で
出
版
さ
れ
、
其
後
歐
洲
の
諸
國
語
に
飜
譯
さ
れ
て
、
大
に
世
人
の
注
意

を
惹
い
た
と
い
ふ
が
、
其
内
に
支
那
の
文
字
見﹅
た﹅
や﹅
う﹅
な﹅
も
の
が
載
つ
て
居
て
、

支
那
で
は
一
語
に
對
し
一
字
を
有
す
な
ど
書
い
て
あ
る
さ
う
だ
。
其
次
に
は
か

の
有
名
な
ゼ
ェ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ソ
メ
ド
（A

lvaro
Som

edo

1585-1658

漢
名
魯
徳
照
）
の
支
那
帝
國
史
に
も
、
支
那
語
言
文
字
に
就
い
て
、

別
に
一
章
を
設
け
、
王
玉
等
の
字
を
標
本
と
し
て
擧
げ
て
居
る
。
此
等
の
著
書

は
或
一
部
の
歐
洲
人
に
、
支
那
の
文
字
に
關
す
る
智
識
を
與
へ
た
最
初
の
も
の

と
な
つ
て
居
る
。
一
體
歐
洲
人
に
て
當
時
支
那
の
文
學
等
を
研
究
す
る
も
の
は

申
迄
も
な
く
、
支
那
で
宣
教
を
な
し
つ
ゝ
あ
つ
た
教
士
連
で
、
彼
等
が
支
那
の

語
言
を
解
し
、
又
支
那
從
來
の
道
徳
宗
教
に
關
す
る
思
想
を
知
る
こ
と
は
職
務

上
極
め
て
必
要
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
其
以
外
の
人
士
殊
に
歐
洲
本
國
の
人

に
は
支
那
に
關
す
る
興
味
は
初
め
は
全
く
な
か
つ
た
。
然
る
に
茲
に
偶
然
な
る

出
來
事
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
何
か
と
い
ふ
に
、
ゼ
ェ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
の
僧
侶
が
、

支
那
人
を
教
化
す
る
に
、
數
千
年
來
の
風
俗
と
な
つ
て
居
つ
た
祖
先
崇
拜
は
、

一
の
典
禮
に
過
ぎ
な
い
。
宗
教
的
性
質
を
有
つ
て
居
な
い
か
ら
と
い
ふ
理
由
で
、

此
れ
を
信
者
に
許
る
し
て
居
た
が
、
ド
ミ
ニ
カ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ス
カ
ン
派
の
僧

侶
は
大
い
に
其
の
不
可
を
鳴
ら
し
、
之
を
羅
馬
法
皇
廳
に
訴
へ
、
ゼ
ェ
シ
ュ
イ

ッ
ト
派
は
又
こ
れ
に
駁
論
を
す
る
と
か
、
態
々
仲
間
の
も
の
を
選
ん
で
羅
馬
へ

往
き
辯
解
を
な
さ
し
む
な
ど
の
大
騷
ぎ
で
、
典
禮
問
題
と
い
ふ
矢
釜
し
い
事
件

が
持
ち
上
つ
た
。
こ
の
論
爭
が
激
し
く
な
る
と
共
に
、
各
派
共
に
盛
ん
に
支
那

の
宗
教
道
徳
思
想
と
、
風
俗
習
慣
と
を
研
究
し
た
が
、
此
れ
と
同
時
に
歐
洲
に

於
け
る
僧
侶
以
外
の
學
者
連
も
宣
教
師
等
の
話
を
き
ゝ
、
此
に
つ
り
込
ま
れ
て

支
那
と
い
ふ
事
に
興
味
を
有
つ
た
樣
に
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
年
二
月
、
藝
文
第
五
年
第
二
號
）

　
　
（
一
）
〔A

belR
e'm

usat.M
e'langesA

siatiques.Tom
e.II.P.1

〕

　
　
（
二
）H

enriC
ordier.H

alfa
decade

ofC
hinese

Studies

（1886-1891

）

　
　
　
　
　

　
　
（
三
）D

itto

　
　
（
四
）
イ
ワ
ノ
フ
氏
が
予
に
與
へ
た
る
書
翰
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（
五
）
〔H

enri C
ordier,N

otes pour servir a l'H
istoire des E'tudes chi

　
　
　
　
　noises en Europe

（N
ouveaux M

e'langes O
rientaux 1886 p.40

　
　
　
　
　0
以
下
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
前
に
述
べ
た
如
く
、
支
那
人
の
祖
先
崇
拜
に
つ
き
、
『
ゼ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
』

の
僧
侶
は
單
に
典
禮
儀
式
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
宗
教
的
の
性
質
は
な
い
と
い

ひ
、
一
方
『
ド
ミ
ニ
カ
ン
』
『
フ
ラ
ン
チ
ス
カ
ン
派
』
で
は
宗
教
的
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
之
を
教
民
に
許
す
べ
か
ら
ず
と
い
ひ
、
互
に
激
烈
な
爭
議
が
あ
つ

た
。
其
結
果
と
し
て
、
『
ゼ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
』
か
ら
代
表
者
を
選
び
、
羅
馬
法

皇
廳
に
赴
き
、
同
會
が
と
り
來
つ
た
態
度
に
つ
き
辯
明
を
さ
せ
た
が
、
其
任
に

當
つ
た
も
の
は M

artino M
artini

（
漢
名
衞
匡
國1614-1661

）
と
い
つ
て
當

時
有
名
な
支
那
通
で
あ
つ
た
。
彼
は
支
那
布
教
中
、
眞
主
靈
性
理
證
、
述
友
篇

な
ど
い
ふ
漢
文
の
著
述
も
あ
り
、
支
那
の
歴
史
文
學
に
關
し
て
餘
程
智
識
を
持

つ
て
居
た
ら
し
い
。
其
人
が
今
申
し
た
理
由
で
、
歐
洲
へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
其

滯
歐
中
に
彼
の
著
述
た
る
支
那
地
圖
（A

tlas Sinensis

）
が
、
『
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
』
市
の
書
坊
で
出
版
さ
れ
、
そ
れ
が
幾
な
ら
ず
し
て
、
歐
洲
の
諸
國
語
に

飜
譯
さ
れ
た
が
、
此
書
こ
そ
歐
洲
に
於
い
て
刊
行
さ
れ
た
支
那
に
關
す
る
最
初

の
地
理
書
と
な
つ
て
居
る
。
又
當
時
歐
洲
に
於
て
支
那
に
關
す
る
興
味
が
漸
く

起
り
か
け
て
居
た
の
で
、
彼
れ
は
到
處
種
々
支
那
の
事
情
に
つ
い
て
質
問
を
受

け
た
と
見
え
、
支
那
に
於
け
る
天
主
教
徒
の
現
状
や
、
ま
た
彼
自
身
の
目
撃
し

た
明
朝
滅
亡
の
有
樣
に
つ
き
各
々
一
書
を
著
は
し
た
。
後
者
は
即
ち
か
の
有
名

な
韃
靼
戰
記
（D

e B
ello Tartarico H

istoria

）
で
、
こ
れ
も
歐
洲
の
諸
國
語
に

飜
譯
さ
れ
尠
な
か
ら
ざ
る
注
意
を
惹
い
た
。
か
く
て
彼
は
歐
洲
に
留
ま
る
こ
と

六
年
、
其
使
命
を
果
た
し
數
多
の
少
壯
傳
教
士
を
伴
な
つ
て
支
那
へ
還
つ
た
が
、

彼
は
其
滯
歐
中
歐
洲
各
地
に
支
那
學
の
種
子
を
撒
き
散
ら
し
、
そ
れ
が
後
世
に

至
つ
て
、
立
派
な
果
實
を
結
ぶ
樣
に
な
つ
た
（
一
）
。
そ
れ
か
ら
同
じ
ゼ
シ
ュ

イ
ッ
ト
派
の
僧
侶
に M

ichel B
oym

（
漢
名
卜
彌
格1612-1659

）
と
い
ふ
人

が
あ
つ
た
。
此
人
も
千
六
百
五
十
年
に
或
る
重
大
な
事
情
の
爲
め
、
歐
洲
へ
一

寸
歸
國
し
た
が
、
其
著 Flora Sinensis 

は
極
め
て
有
名
な
も
の
で
、
支
那
の

書
籍
に
見
え
た
植
物
を
歐
洲
に
紹
介
し
、
又
か
の A

thanase K
ircher 

が C
hin

a Illustrata 

に
載
せ
た
景
教
碑
文
の
如
き
も B

oym
 

に
負
ふ
所
多
し
（
二
）
と

言
は
れ
て
居
る
。
予
輩
は
今
此
處
で
、
此
の
如
く
傳
教
士
の
中
に
支
那
の
歴
史

文
學
言
語
な
ど
を
研
究
し
、
歐
洲
へ
還
つ
て
親
し
く
こ
れ
を
彼
地
の
人
士
へ
紹

介
し
た
人
達
の
姓
名
を
一
一
臚
列
し
な
い
。
但
序
に
一
言
し
た
い
の
は
、
凡
べ

て
ゼ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
に
限
ら
ず
、
支
那
に
於
け
る
傳
教
士
が
歐
洲
に
還
る
と
き
、

往
々
支
那
の
教
民
を
連
れ
て
往
つ
た
事
で
、
此
れ
が
ま
た
歐
洲
に
於
け
る
支
那

學
の
成
立
に
つ
い
て
、
影
響
を
有
つ
て
居
る
。
其
例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
ゼ
シ
ュ
イ

ッ
ト
派
の
人
で Phillip C

ouplet

（
漢
名
伯
應
理1622-1693

）
が
あ
る
。
こ
れ

も
か
の
典
禮
問
題
に
關
し
、
一
千
六
百
八
十
年
に
羅
馬
へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
其

時
江
寧
の
人
某
を
連
れ
て
い
つ
た
。
然
る
に
此
の
教
民
は
、
多
少
學
問
が
あ
つ

た
と
か
で
、
英
國
牛
津
大
學
に
い
つ
た
ら
、
同
大
學
の
東
洋
學
者
で
、
『
ボ
ド

レ
ア
ン
ヌ
』
圖
書
館
館
長
を
し
て
居
た
、
『
ト
ー
マ
ス
・
ハ
イ
ド
』
（Thom

a

s H
yde

）
か
ら
、
支
那
の
度
量
衡
や
ら
何
や
ら
の
事
を
質
問
さ
れ
、
之
に
答
へ

た
、
所
が
其
答
辯
が
『
ハ
イ
ド
』
の
著
書
と
な
つ
て
出
た
と
い
ふ
。
又
ゼ
シ
ュ

イ
ッ
ト
派
で
は
な
く
巴
里
の
『
ミ
ス
シ
ヨ
ン
・
ゼ
・
ト
ラ
ン
ゼ
ー
』
に
屬
す
る

 A
rtus de Lyonne 

と
い
つ
て
四
川
に
於
け
る
最
初
の
長
老
を
し
た
人
が
あ
つ

た
。
こ
れ
も
か
の
典
禮
問
題
に
少
か
ら
ぬ
關
係
を
有
つ
て
居
た
が
、
其
歸
國
す

る
に
及
び
、
福
建
興
化
府
生
れ
の
黄
姓
で A

rcadius 

と
い
ふ
名
を
持
つ
た
支

5



那
人
を
連
れ
て
往
つ
た
。
こ
の
支
那
人
は
巴
里
『
ミ
ス
シ
ヨ
ン
・
ゼ
・
ト
ラ
ン

ゼ
ー
』
の
研
究
所
に
暫
時
居
て
、
そ
れ
か
ら
巴
里
の
婦
人
を
娶
り
、
千
七
百
十

六
年
同
地
で
客
死
し
た
。
抑
々
こ
の
支
那
人
が
巴
里
へ
來
た
と
き
は
、
恰
も
傳

教
士
等
の
支
那
に
關
す
る
著
述
や
報
告
に
よ
り
、
支
那
に
關
す
る
興
味
が
非
常

に
高
ま
つ
て
居
た
折
で
、
本
物
の
支
那
人
が
來
た
と
い
ふ
の
で
、
興
化
府
出
の

田
舍
漢
は
巴
里
人
か
ら
非
道
く
珍
重
さ
れ
た
。
先
づ
王
立
圖
書
館
に
支
那
在
住

の
傳
教
士
か
ら
送
つ
て
來
た
許
多
の
漢
籍
が
、
館
員
に
支
那
文
字
を
解
す
る
も

の
が
な
い
爲
め
、
其
儘
に
な
つ
て
居
た
も
の
を
、
こ
の
支
那
人
に
囑
託
し
て
整

理
し
て
貰
つ
た
。
又
巴
里
の
學
者
〔Fre^ret

〕
と
かFourm

ont

な
ど
い
ふ
連

中
が
、
支
那
學
を
研
究
す
る
志
望
を
起
し
た
の
も
全
く
こ
の
支
那
人
に
遇
ひ
、

種
々
支
那
に
關
す
る
智
識
を
得
た
か
ら
だ
と
言
は
れ
て
居
る
。
こ
の
支
那
人
が

死
ん
だ
と
き
、
オ
ル
レ
ア
ン
公
は
佛
王
路
易
十
五
世
の
勅
諚
をFourm

ont

に

傳
へ
、
其
家
に
就
い
て
遺
著
を
檢
査
せ
し
め
た
が
、
大
し
た
も
の
は
な
か
つ
た

と
あ
る
が
、
と
に
角
こ
の
一
流
寓
の
支
那
人
が
佛
國
に
於
け
る
支
那
學
の
歴
史

に
、
少
な
か
ら
ざ
る
關
係
を
有
す
る
こ
と
は
疑
ふ
こ
と
は
出
來
ぬ
。

　
前
に
擧
げ
たFourm

ont

（
〔E'tienne
1683-1745

〕
）
は
佛
國
に
於
け
る

最
初
の
支
那
學
者
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
彼
れ
は
僧
侶
で
な
い
。
普
通
の
學
者

で
而
も
佛
蘭
西
の
本
國
で
、
支
那
の
文
學
語
學
を
や
つ
た
と
い
ふ
點
に
於
て
最

初
の
支
那
學
者
と
い
つ
て
差
支
は
な
い
。
勿
論
彼
れ
が
學
力
の
極
め
て
淺
薄
な

も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
『
レ
ミ
ユ
サ
』
が
指
摘
し
た
如
く
、

其
手
に
な
つ
た
王
立
圖
書
館
漢
書
目
録
を
見
れ
ば
、
實
際
普
通
の
支
那
文
字
が

讀
め
た
か
頗
る
怪
し
い
位
で
あ
る
。
其
上
彼
の
人
格
に
就
い
て
も
多
少
の
非
難

が
あ
る
。
例
せ
ば
其
得
意
と
す
るM

editationesSinicae

の
一
部
た
る
支
那
文

典
は
ド
ミ
ニ
カ
ン
派
の
僧
侶V

aro

の
文
典
が
世
に
知
ら
れ
ざ
る
を
幸
に
、
全

く
こ
れ
を
剽
竊
し
た
も
の
と
い
は
れ
て
居
る
。
又
支
那
か
ら
常
に
學
術
上
の
材

料
を
供
給
し
つ
ゝ
あ
つ
た
ゼ
シ
ュ
イ
ッ
ト
派
の
〔Pre'm

are

〕
（
漢
名
馬
若
瑟

Joseph
1666-1731

）
が
其
著
、N

otitia
Linguae

Sinicae

を
彼
に
送
つ
た
と

き
、
彼
は
其
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
故
意
に
こ
れ
を
圖
書
館
の
奧
に
葬
り

去
つ
て
、
己
の
書
の
み
を
世
に
出
し
、
且
つ
其
書
が
遙
に
〔Pre'm

are

〕
の

作
に
優
る
こ
と
を
公
言
し
た
る
が
如
き
、
學
者
の
道
義
上
赦
す
べ
か
ら
ざ
る
罪

過
で
あ
る
。
是
れ
必
竟
其
勝
を
好
む
の
念
よ
り
か
ゝ
る
罪
過
を
犯
し
た
も
の
な

る
が
、
一
方
よ
り
見
れ
ば
彼
が
斯
學
に
於
け
る
篳
路
藍
縷
の
功
は
、
其
人
格
の

何
如
に
よ
つ
て
こ
れ
を
沒
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
殊
に
彼
れ
が
門
にD

eshaute

rayes

（1724-1795

）D
eguignes

（Joseph
1721-1800

）
の
如
き
出
藍
の
才

を
出
し
た
こ
と
は
彼
の
名
譽
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
か
く
の
如
く
佛
國
で
は
他
の
歐
洲
諸
國
よ
り
も
早
く
專
門
の
支
那
學
者
を
出

し
て
居
る
が
、
何
如
に
せ
ん
本
國
で
は
書
籍
も
少
な
く
、
且
つ
支
那
と
懸
離
れ

て
實
際
の
樣
子
を
知
ら
な
い
か
ら
隨
分
可
笑
し
き
間
違
も
あ
る
。
又
讀
書
力
に

於
い
て
も
同
じ
歐
洲
人
な
が
ら
支
那
在
住
の
傳
教
士
に
は
及
ば
ぬ
。
そ
れ
で
彼

等
は
勢
材
料
を
支
那
に
於
け
る
傳
教
士
か
ら
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
前
に
擧

げ
た
『
フ
ル
モ
ン
』
の
『
プ
レ
マ
ー
ル
』
に
於
け
る
其
の
一
例
で
あ
る
。
而
し

て
此
處
に
注
意
す
べ
き
は
、
支
那
に
於
け
る
天
主
教
の
歴
史
を
調
べ
て
見
る
と
、

其
初
期
に
於
て
は
「
ゼ
シ
ュ
イ
ッ
ト
」
派
と
い
つ
て
も
佛
國
人
は
比
較
的
少
な

く
、
以
太
利
、
西
班
牙
、
葡
萄
牙
、
獨
逸
、
瑞
西
、
フ
ラ
マ
ン
等
の
人
が
多
か

つ
た
が
、
千
六
百
八
十
七
年
頃
か
ら
、
佛
國
生
れ
の
傳
教
士
が
非
常
に
多
く
な

り
、
又
從
つ
て
傳
教
以
外
に
支
那
に
つ
い
て
種
々
の
學
術
的
研
究
を
な
し
た
も

の
が
佛
國
人
に
多
か
つ
た
。
即
ちB

ouvet

（Joachim

漢
名
白
晉1656-1730

）

Le
C

om
te

（Louis-D
aniel

漢
名
李
明1655-1728

）G
erbillon

（
〔Jean-Fanc

,ois

〕
漢
名
張
誠1654-1707

）C
ouplet

（
前
出
）V

isdelou

（C
laude

de

漢

名
劉
應1656-1737
）
〔Pre'm

are

〕
（
前
出
）
等
で
又
少
し
遲
く
れ
て
はG

a

6續狗尾録



ubil
（A

ntoine1689-1756

）A
m

iot

（J. J. M
arie 

漢
名
錢
徳
明 1718-1793

）

等
が
そ
れ
で
あ
る
、
此
等
の
人
は
皆
有
益
な
著
述
を
遺
し
た
が
其
外
に
も Lett

res Edifiantes 
と
か 

〔M
e'm

oires

〕 

な
ど
と
い
つ
て
、
支
那
に
於
け
る
傳
教

の
有
樣
を
述
べ
た
も
の
と
か
、
支
那
の
文
學
宗
教
歴
史
科
學
等
に
就
て
研
究
し

た
報
告
類
の
も
の
が
、
澤
山
出
て
、
之
が
佛
國
の
支
那
學
者
に
非
常
な
利
益
を

與
へ
た
。
か
ゝ
る
次
第
で
あ
る
か
ら
前
に
述
べ
た
如
く
、
佛
國
で
は
他
の
諸
國

よ
り
も
早
く
傳
教
以
外
に
專
門
の
支
那
學
者
を
輩
出
し
又
『
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
』
に
於
て
一
千
八
百
十
五
年
に
支
那
學
の
講
座
が
置
か
れ
（
同
校
に

て
は
此
の
講
座
を Langues et litteratures chinoises et tartares-m

antchoues 

と
い
ふ
。
）
『
ア
ベ
ル
・
レ
ミ
ユ
サ
』
が
其
教
授
に
選
ば
れ
た
。
『
レ
ミ
ユ
サ
』

死
し
て
其
高
足
弟
子
た
り
し Stanislas Julien
（1799-1875

）
之
に
代
り
教
授

た
り
し
こ
と
四
十
餘
年
、
歐
洲
に
於
け
る
第
一
流
の
支
那
學
者
と
し
て
四
方
從

遊
の
も
の
甚
だ
多
か
つ
た
。
ヂ
ユ
リ
ア
ン
の
後
を
襲
つ
た
者
が
、M

arquis d'H

ervey de Saint D
enys

（1823-1892

）
で
、
其
の
死
後
多
く
の
候
補
者
が
あ
つ

た
が
、
史
記
の
譯
者
と
し
て
早
く
名
を
知
ら
れ
し Eduard C

havannes 

氏
が

推
さ
れ
て
之
れ
に
代
り
、
以
て
今
日
に
至
つ
た
の
で
、
『
レ
ミ
ユ
サ
』
よ
り

『
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
』
氏
ま
で
、
已
に
四
人
の
教
授
を
經
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

見
て
も
現
今
ま
で
支
那
學
が
佛
國
に
盛
ん
な
る
理
由
は
首
肯
す
る
こ
と
が
出
來

る
。
序
に
『
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
で
は
現
今
シ
バ
ン
ヌ
氏
の
外
に
燉

煌
遺
書
の
將
來
者
と
し
て
有
名
な
る Paul Pelliot 

氏
が
中
央
亞
細
亞
諸
國
言

語
、
歴
史
及
び
考
古
學
の
講
座
を
擔
任
し
て
居
る
。

　
佛
國
に
て
支
那
關
係
の
學
科
を
加
へ
て
居
る
學
校
で
は
猶
東
洋
語
學
校
（

〔L'E'cole des Langues O
rientale V

ivantes

〕
）
が
あ
る
。
同
校
に
支
那
語

科
の
入
つ
た
の
は
一
千
八
百
四
十
一
年
で
、
最
初
の
教
授
は
元
雜
劇
の
飜
譯
者

紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る B

azin

（A
.P.Louis 1799-1863

）
で
あ
つ
た

が
、
此
處
も
現
任
の 

〔V
issie`re

〕 

氏
ま
で
六
人
の
教
授
を
經
て
居
る
（
四
）

。
目
下 

〔V
issie`re

〕 

氏
の
外
に
支
那
書
史
の
著
者
と
し
て
有
名
な
る H

enri 

C
ordier 

氏
も
依
然
教
授
と
し
て
相
變
ら
ず
支
那
の
方
面
に
關
す
る
研
究
を
發

表
し
て
居
る
。
そ
れ
か
ら 

〔L'E'cole Pratique des H
autes E'tudes

〕 

と
い

ふ
學
校
に
宗
教
學
科
の
一
部
が
あ
つ
て
『
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
』
氏
が
支
那
宗
教
の
講

義
を
受
持
つ
て
居
る
が
、
今
は
都
合
あ
つ
て
休
講
に
な
つ
て
居
る
と
の
こ
と
で

あ
つ
た
。
以
上
三
校
の
内
で
『
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
は
教
授
が
各
自

研
究
し
た
事
項
を
發
表
す
る
機
關
で
、
授
業
よ
り
も
學
術
の
研
究
が
重
な
る
目

的
で
あ
る
と
聞
い
た
が
、
支
那
學
の
方
面
に
於
て
も
亦
同
樣
で
、
其
遣
方
は
純

粹
に
學
術
的
で
、
所
謂
實
用
と
か
學
生
の
教
育
と
い
ふ
や
う
な
事
は
目
的
に
な

つ
て
居
ら
ぬ
ら
し
い
。
獨
逸
や
露
西
亞
の
大
學
で
は
、
支
那
と
特
別
の
關
係
を

持
つ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
で
支
那
の
研
究
を
奬
勵
す
る
と
い
ふ
風
が
見
ゆ
る
も
、

『
コ
ル
レ
ヂ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
は
さ
う
で
な
い
。
東
洋
語
學
校
は
、
即
ち
支

那
の
實
用
語
學
を
教
ふ
る
所
で
學
生
に
は
支
那
の
領
事
と
な
つ
た
り
、
又
商
業

を
す
る
等
の
目
的
で
入
つ
て
居
る
も
の
が
多
い
が
、
其
教
授
た
る
人
は
唯
語
學

を
教
ゆ
る
計
り
で
な
く
矢
張
學
術
的
研
究
を
す
る
人
が
少
な
く
な
い
。

　
佛
國
で
は
リ
オ
ン
市
に
も
モ
リ
ス
・
ク
ー
ラ
ン
（M

aurice C
ourant

）
と
い

ふ
支
那
學
者
が
あ
つ
て
講
師
か
な
に
か
で
あ
つ
た
が
、
昨
年
七
月
同
市
商
業
會

議
所
か
ら
支
那
學
講
座
資
本
を
寄
附
し
た
爲
め
に
、
同
氏
が
其
正
教
授
に
任
命

さ
れ
た
（
五
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
年
三
月
、
藝
文
第
五
年
第
三
號
）

　
　
（
一
）
〔H

enri C
ordier,N

otes pour servir a` l'H
istoire des Etudes C

hi

　
　
　
　
　noises en Europe

〕
（N

ouveaux M
e'langes O

rientaux 1886 p.

　
　
　
　
　 409
）

　
　
（
二
）
桑
原
博
士
西
安
府
の
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
（
藝
文
第
壹
號
）
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（
三
）
〔A

belR
e'm

usat,N
ouveaux

M
e'langesA

siatiquesTom
e

I.p.
　
　
　
　
　258

〕

　
　
（
四
）
〔N

otice
H

istorique
surl'E'cole

desLanguesO
rientale

〕
（

　
　
　
　
　
〔M

e'langesO
rientaux

1883
p.X

L.

〕
）

　
　
（
五
）
通
報
（Jnillet1913

V
ol.X

IV

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
自
分
は
本
誌
第
五
年
第
二
號
及
び
第
三
號
に
續
狗
尾
録
の
題
目
を
以
て
歐
洲

に
於
け
る
支
那
學
の
歴
史
と
其
現
状
と
を
略
述
し
、
僅
か
に
佛
國
を
敍
し
て
其

儘
筆
を
輟
め
て
居
た
が
、
再
び
狗
尾
を
續
け
て
英
國
と
伊
太
利
に
及
ぶ
こ
と
ゝ

す
る
。

　
抑
〻
英
國
の
支
那
に
對
し
て
通
商
を
始
め
た
の
は
、
歐
洲
大
陸
の
諸
國
、
葡

萄
牙
・
西
班
牙
・
荷
蘭
等
よ
り
は
遲
く
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
其
結
果
に
於
て

は
誠
に
重
大
な
る
者
が
あ
つ
て
、
康
煕
の
末
期
に
は
、
東
印
度
會
社
の
商
船
が

續
々
と
し
て
支
那
に
來
て
、
其
貿
易
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
つ
た
。
か
く
支
那
と
の

通
商
が
盛
ん
と
な
る
に
從
ひ
、
必
要
上
、
英
國
人
の
中
に
支
那
の
語
言
を
學
ぶ

者
が
出
て
、
そ
れ
か
ら
支
那
の
文
學
や
歴
史
等
の
方
面
に
手
を
出
す
も
の
が
な

く
て
は
な
ら
ぬ
譯
だ
が
、
事
實
は
之
に
反
し
、
彼
等
は
支
那
語
に
對
し
て
は
全

く
興
味
を
感
ぜ
ず
、
寧
ろ
輕
蔑
を
し
て
居
つ
た
。
彼
等
は
支
那
人
に
對
し
て
も

英
語
で
押
通
し
て
居
た
か
ら
、
支
那
人
の
方
で
英
語
を
使
つ
て
用
を
辨
ず
る
、

即
ち
今
日
で
も
猶
支
那
の
各
通
商
口
岸
で
、
支
那
人
が
外
國
人
に
對
し
て
使
つ

て
居
る
「
ピ
ヂ
ン
、
イ
ン
グ
リ
シ
ユ
」
は
こ
れ
で
、
英
國
人
の
方
で
も
東
洋
に

來
る
と
、
態
々
こ
れ
を
學
ん
で
、
支
那
人
と
思
想
を
交
換
す
る
道
具
に
し
て
居

る
が
、
此
奇
怪
な
言
語
は
今
申
し
た
理
由
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は

一
般
に
言
つ
た
話
で
、
昔
で
も
英
國
人
の
或
者
は
實
用
の
支
那
語
だ
け
は
熱
心

に
勉
強
し
た
も
の
も
あ
つ
た
と
思
は
る
ゝ
が
、
此
語
を
利
用
し
て
又
溯
つ
て
支

那
の
文
字
を
味
は
ひ
、
支
那
の
書
籍
を
英
文
に
飜
譯
す
る
と
か
、
或
は
英
文
を

以
て
紹
介
し
た
樣
な
人
は
殆
ん
ど
な
か
つ
た
。
之
を
耶
蘇
會
士
の
人
々
が
支
那

に
來
る
や
直
に
支
那
の
語
言
文
字
を
研
究
し
て
十
數
年
を
出
で
ず
し
て
種
々
の

學
術
的
著
作
を
な
し
た
の
と
大
に
其
趣
を
異
に
す
る
。
英
國
人
で
初
期
の
支
那

學
者
の
一
人
た
る
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ビ
ス
』
曰
く
『
英
國
人
は
何
等
か
利
益

を
得
る
目
算
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
妄
り
に
時
間
と
精
力
を
費
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。

但
一
た
び
利
益
の
之
に
伴
ふ
こ
と
を
知
れ
ば
全
力
を
注
ぎ
て
之
を
な
す
（
一
）
』

と
。
英
國
人
が
支
那
の
研
究
に
手
を
着
け
な
か
つ
た
の
も
、
所
謂
之
よ
り
生
ず

る
直
接
の
利
益
を
左
程
感
ぜ
な
か
つ
た
か
ら
で
、
又
一
方
よ
り
見
れ
ば
英
語
ば

か
り
で
天
下
を
横
行
し
よ
う
と
い
ふ
一
種
英
國
流
の
自
尊
自
大
心
に
も
其
原
因

を
求
む
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
英
國
人
が
支
那
の
文
學
を
飜
譯
し
若
し
く
は
紹
介
し
た
最
初
の
も
の
は
無
名

氏
の
手
に
な
つ
た
支
那
小
説
『
好
逑
傳
』
の
英
譯
で
あ
ら
う
。
『
デ
ビ
ス
』
が

其
著
『C

hinese
N

ovels

』
の
卷
首
に
『
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
卿
』
の
支
那
派
遣
以

前
に
な
つ
た
英
國
人
の
支
那
に
關
す
る
述
作
と
し
て
は
唯
一
部
の
極
め
て
不
完

全
な
小
説
の
み
と
い
つ
た
の
は
即
是
れ
で
あ
る
（
二
）
。
此
書
は
題
し
てH

au

K
iou

C
hoaan

orthe
Pleasing

H
istory,a

Translation
from

the
C

hinese
Lan

guage
to

w
hich

are
added,I.The

A
rgum

entorStory
ofa

C
hinese

Play,II.

A
C

ollection
ofC

hinese
Proverbsand

III.Fragm
entsofC

hinese
Poetry.4

vols.London,D
odsley,1761

と
い
ふ
。
『
ヰ
ー
リ
ー
』
の
支
那
文
學
書
目
解

題
に
據
れ
ば
、
此
書
の
原
稿
は
、W

ilkinson

と
い
つ
て
長
く
支
那
に
在
住
し
、

又
支
那
語
も
可
な
り
出
來
て
居
つ
た
人
の
手
に
あ
つ
た
も
の
で
、
原
稿
の
末
に

1719

（
康
煕
五
十
八
年
に
當
る
）
の
識
語
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
所
有
者W

il

8續狗尾録



kinson

が
支
那
を
去
つ
た
年
に
當
る
。
又
其
第
四
卷
は
葡
萄
牙
語
に
て
書
か
れ

て
あ
つ
た
の
を
、D

r.Percy

と
い
ふ
人
が
英
譯
し
倫
敦
で
出
版
し
た
と
あ
る

（
三
）
。
こ
れ
を
除
き
て
は
、
別
に
英
國
人
が
支
那
の
文
學
歴
史
等
に
關
し
著

述
若
し
く
は
飜
譯
を
し
た
も
の
は
な
い
。

　
一
千
七
百
九
十
二
年
（
乾
隆
五
十
七
年
）
英
國
と
支
那
と
の
貿
易
が
盛
ん
に

な
る
に
連
れ
、
大
使
を
簡
派
し
、
兩
國
の
關
係
を
一
層
親
密
な
ら
し
め
、
又
兩

國
臣
民
と
の
間
に
起
る
紛
爭
を
少
な
く
す
る
目
的
を
以
て
、
前
に
擧
げ
た
『
マ

カ
ー
ト
ニ
ー
卿
』
（Lord

M
acartney

馬
戞
爾
尼
）
が
大
命
を
拜
し
、
支
那
へ

出
發
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
隨
員
な
ど
も
澤
山
任
選
し
、
大
英
國
の
使
節
と
し
て

愧
か
し
か
ら
ぬ
威
儀
を
具
へ
た
。
そ
れ
に
も
關
ら
ず
此
一
行
に
缺
く
べ
か
ら
ざ

る
譯
官
を
物
色
し
て
も
、
英
國
内
に
て
之
を
得
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
そ

こ
で
態
々
人
を
巴
里
に
派
し
て
支
那
語
に
堪
能
で
、
通
譯
の
任
に
膺
る
も
の
を

探
し
た
け
れ
ど
折
惡
し
く
巴
里
のM

aison
de

SaintLazare

で
もM

aison
des

M
issionsEtrangeres.

で
も
人
が
見
當
た
ら
な
い
の
で
、
羅
馬
教
皇
宮
殿
の
文

庫
に
貯
藏
さ
れ
た
る
漢
籍
の
整
理
を
命
ぜ
ら
れ
居
る
支
那
人
あ
る
こ
と
を
聞
い

た
か
ら
、
巴
里
よ
り
轉
じ
て
羅
馬
に
往
き
尋
ね
て
見
た
が
、
か
ゝ
る
も
の
は
已

に
居
な
い
。
そ
こ
で
又
『
ナ
ポ
リ
』
ま
で
下
り
同
處
に
嘗
て
支
那
に
傳
道
し
て

居
た
天
主
教
の
神
父R

ipa

（
馬
國
賢
）
が
建
て
た
中
國
書
院
と
い
ふ
若
い
支

那
の
教
民
を
教
育
す
る
所
が
あ
つ
た
の
で
、
同
書
院
に
就
い
て
や
つ
と
二
人
の

支
那
學
生
を
得
、
こ
れ
を
倫
敦
に
伴
ひ
還
つ
て
大
使
の
譯
官
と
し
た
。
彼
等
は

英
語
は
分
ら
ぬ
け
れ
ど
、
拉
丁
語
と
以
太
利
語
に
通
じ
て
居
た
か
ら
、
譯
官
と

し
て
双
方
の
意
思
を
通
ず
る
に
は
差
支
な
か
つ
た
と
あ
る
（
四
）
。
堂
々
た
る

英
國
使
節
の
譯
官
と
し
て
、
支
那
の
教
民
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ

た
の
を
見
て
も
、
當
時
英
本
國
で
、
支
那
の
語
言
文
字
を
知
つ
た
人
の
な
か
つ

た
事
が
分
る
。
從
來
英
國
人
が
支
那
語
を
馬
鹿
に
し
て
遣
ら
な
か
つ
た
咎
は
當

時
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
然
る
に
馬
大
使
一
行
の
内
に
副
使Staunton

の
子

同
苗G

eorge
Thom

asStaunton

司
當
東
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
た
。
當
時
十
二

歳
の
童
生
で
、
大
使
の
侍
者
と
し
て
一
行
に
加
は
つ
て
居
た
が
、
天
資
聰
敏
な

人
で
、
船
中
に
て
已
に
幾
分
か
支
那
語
を
習
ひ
覺
え
た
。
支
那
に
着
い
て
か
ら

も
熱
心
に
研
究
し
、
又
支
那
文
を
も
讀
み
出
し
、
數
年
な
ら
ず
し
て
非
常
な
進

境
が
あ
つ
た
。
彼
れ
は
其
後
長
く
支
那
に
留
ま
つ
て
居
た
が
、
支
那
通
と
し
て

東
印
度
會
社
に
入
り
、
其
辣
腕
を
奮
ひ
、
支
那
官
憲
を
苦
し
め
た
。
國
朝
柔
遠

記
に
嘉
慶
帝
が
兩
廣
總
督
に
降
し
た
る
諭
旨
を
録
し
た
中
に
「
聞
有
英
吉
利
夷

人
司
當
東
。
前
於
該
國
入
貢
時
。
曾
隨
入
京
師
。
年
幼
狡

黠

。
囘
國
時
將
沿
途

山
川
形
勢
。
倶
一
一
繪
成
圖
册
。
到
粤
後
。
又
不
囘
本
國
。
留
住
澳
門
已
二
十

年
。
通

曉

漢

語

。
」
云
々
の
文
句
が
あ
る
が
（
五
）
、
支
那
人
の
側
で
も
、
彼

れ
が
當
時
如
何
に
支
那
通
と
し
て
憚
か
ら
れ
て
居
た
か
ゞ
分
る
。
彼
が
支
那
文

を
研
究
し
た
結
果
と
し
て
第
一
に
發
表
さ
れ
た
も
の
は
、
大
清
律
例
の
英
譯
で
、

題
し
てTa

Tsing
Leu

Lee,being
the

Fundam
entalLaw

sand
a

Selection
fro

m
the

Supplem
entary

Statutes,ofthe
PenalC

ode
ofC

hina

…
…Translated

f

rom
the

C
hinese

&
accom

panied
w

ith
an

A
ppendix,C

onsisting
ofauthenti

c
docum

entsand
a

few
occasionalnotes,illustrative

ofthe
subjectofthe

w

ork:B
y

SirG
eorge

Thom
asStaunton

B
art.F.R

.S.London
1810

と
い
ふ
、

出
版
さ
れ
て
程
な
く
佛
伊
二
國
語
に
も
重
譯
さ
れ
た
が
（
六
）
、
此
書
が
出
來

て
英
國
人
に
對
し
て
寡
か
ら
ぬ
利
益
を
與
へ
た
と
い
ふ
の
は
、
か
の
南
京
條
約

の
結
果
と
し
て
香
港
が
英
國
に
割
讓
さ
れ
其
統
治
を
受
く
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
と

き
、
爲
政
者
が
從
來
支
那
に
行
は
れ
た
律
例
を
知
る
の
必
要
を
感
じ
た
が
、St

aunton
の
飜
譯
は
直
ち
に
其
必
要
を
充
た
す
を
得
た
。
又
判
官
の
案
上
に
も
必

ず
こ
の
一
册
が
備
附
け
て
あ
つ
て
、
香
港
住
民
の
多
數
た
る
支
那
人
の
獄
を
斷

ず
る
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
參
考
書
と
な
つ
た
事
は
か
の
支
那
學
者
で
且
つ
香
港

9



太
守
た
り
し
『
デ
ビ
ス
』
の
自
白
す
る
所
で
あ
る
（
七
）
。
勿
論Staunton

が
律
例
を
譯
す
る
に
は
將
來
支
那
の
領
土
が
英
國
に
割
讓
さ
る
ゝ
こ
と
を
豫
想

し
て
居
た
と
も
思
は
れ
ぬ
。
然
れ
ど
も
大
清
律
例
が
英
國
人
の
手
に
な
つ
た
殆

ん
ど
最
初
の
飜
譯
た
る
こ
と
を
思
ひ
、
之
を
明
末
よ
り
清
初
に
懸
け
て
支
那
に

居
つ
た
耶
蘇
會
士
の
連
中
が
、
四
書
五
經
と
い
ふ
樣
な
古
典
よ
り
研
究
を
始
め

た
こ
と
ゝ
比
較
し
て
考
へ
る
と
、
少
か
ら
ぬ
興
味
が
あ
る
。
前
に
擧
げ
た
『
デ

ビ
ス
』
の
『
英
國
人
は
何
等
の
利
益
あ
る
こ
と
を
明
に
せ
ね
ば
妄
り
に
時
間
と

精
力
を
費
や
さ
ぬ
』
と
い
つ
た
言
葉
も
思
ひ
當
る
の
で
あ
る
。
序
に
申
し
て
置

く
が
、
こ
の
『
デ
ビ
ス
』
な
ど
も
色
々
飜
譯
を
や
つ
て
居
る
が
、
其
種
類
を
擧

げ
る
と
、
小
説
と
か
劇
と
か
い
ふ
樣
な
方
面
を
重
に
遣
つ
て
居
る
。
尤
も
耶
蘇

會
士
中
に
も
〔Pre'm

are

〕
の
如
き
學
者
は
元
雜
劇
趙
氏
孤
兒
な
ど
を
譯
し

て
そ
れ
が
佛
國
の
文
豪
『
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
』
に
ま
で
影
響
を
與
へ
た
事
は
有
名

な
話
で
、
耶
蘇
會
士
に
も
丸
る
で
俗
文
學
の
方
面
を
顧
み
な
か
つ
た
譯
で
は
な

い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
古
典
の
方
で
あ
つ
た
。
英
國
人
の
考
は
之
と
變
な

つ
て
、
古
典
も
支
那
を
理
解
す
る
に
必
要
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
俗
文
學
即
ち
小

説
と
か
劇
な
ど
の
方
が
支
那
の
風
俗
人
情
を
知
る
に
尤
も
便
利
と
見
た
。
此
等

が
英
國
人
の
實
際
的
な
所
と
で
も
い
へ
よ
う
。

　Staunton

に
繼
い
で
支
那
學
者
と
し
て
指
を
屈
す
べ
き
は
か
のR

obertM
or

rison

（1782-1834

）
即
ち
馬
禮
遜
で
あ
る
。
彼
は
實
に
支
那
に
於
け
るProte

stantm
ission

の
創
設
者
で
あ
る
が
、
其
支
那
學
の
方
面
に
於
け
る
功
績
も
亦

偉
大
な
も
の
で
、
彼
の
著
は
し
た
字
典
丈
で
も
、
ど
の
位
學
界
に
貢
獻
し
た
か

知
れ
ぬ
。
馬
禮
遜
の
傳
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
倫
敦
で
當
時
在
住
の
支
那
人
に
就

い
て
少
し
許
り
支
那
語
を
學
び1807

（
嘉
慶
十
二
年
）
布
教
の
目
的
を
以
て

米
國
を
經
て
澳
門
に
來
り
程
な
く
廣
州
に
轉
じ
た
が
、
同
處
に
居
たStaunton

と
も
交
を
結
び
大
に
益
す
る
所
あ
つ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
か
ら
專
心
支
那
文
學

を
修
め
、
東
印
度
會
社
に
聘
せ
ら
れ
て
支
那
文
の
飜
譯
を
擔
當
し
た
が
、
比
較

的
閑
散
な
る
儘
、
力
を
著
述
と
支
那
文
研
究
に
費
や
す
こ
と
を
得
て
、
耶
蘇
教

の
教
義
に
關
す
る
種
々
の
漢
文
著
述
　
　
神
天
聖
書
即
ちThe

H
oly

B
ible

の

漢
譯
も
其
一
で
あ
る
　
　
を
し
た
が
、
同
時
に
英
國
人
が
支
那
文
を
學
ぶ
こ
と

を
容
易
す
く
す
る
爲
め
支
那
文
典
若
し
く
は
其
他
語
學
に
關
す
る
著
述
を
し
た
。

然
れ
ど
も
尤
斯
學
に
裨
益
す
る
所
あ
り
し
は
其
心
血
を
注
ぎ
し
か
の
有
名
な
全

部
六
册
の
漢
英
對
譯
字
典A

D
ictionary

ofthe
C

hinese
Language

in
three

P

arts.Partthe
First;containing

C
hinese

and
English,arranged

according
to

t

he
R

adicals;Partthe
Second,C

hinese
and

English
arranged

alphabetically

;and
Partthe

Third,English
and

C
hinese.B

y
the

R
ev.R

obertM
orrison

6

V
ol.in-4

1815-1823

で
あ
る
。
今
で
こ
そG

iles

やW
illiam

s

な
ど
の
字
典

が
あ
る
の
で
、M

orrison

の
方
は
餘
り
顧
み
る
も
の
が
な
い
け
れ
ど
も
、
當
時

に
あ
つ
て
此
書
が
學
者
に
裨
益
を
與
へ
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
其
勞
は
實
に

多
し
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
東
印
度
會
社
が
常
に
其
事
業
に
同
情
を
有
し
、

前
後
一
萬
磅
の
大
金
を
支
出
し
て
之
を
助
け
た
事
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。M

orrison

に
關
聯
し
て
記
載
す
べ
き
はW

illiam
M

ilne

（
米
憐1785-1822

）
の

事
で
あ
る
。
こ
の
人
もLondon

M
issionary

Society

か
ら
支
那
に
派
遣
さ
れ

常
にM

orrison

と
事
を
共
に
し
聖
書
の
飜
譯
も
舊
約
全
書
の
一
部
は
其
手
に

な
つ
た
も
の
だ
か
、
支
那
文
も
能
く
出
來
た
と
見
え
、
か
の
清
朝
の
教
育
勅
語

と
も
い
ふ
べ
き
聖
諭
廣
訓
を
譯
し
、
題
し
てThe

Sacred
Edict

と
い
ひ1817

に
倫
敦
で
出
版
し
て
居
る
。
同
時
英
國
人
に
て
宣
教
師
た
るJoshua

M
arshm

a

n
（1768-1837

）
と
い
ふ
者
が
居
た
。
此
人
は
支
那
學
者
な
が
ら
支
那
に
は
來

な
か
つ
た
。
印
度
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
セ
ラ
ム
ポ
ー
ル
で
布
教
し
て

居
た
う
ち
、
支
那
文
を
學
び
支
那
文
典
を
著
は
し
、
又
論
語
の
一
部
分
と
大
學

を
譯
述
し
て
居
る
の
で
（
八
）
、
『
デ
ビ
ス
』
の
如
き
はM

orrison

と
同
じ
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く
英
國
人
で
支
那
學
を
し
た
初
期
の
仲
間
に
入
れ
て
居
る
。
次
に
申
す
べ
き
は

こ
の
『
デ
ビ
ス
』
（D

avis, John Francis, 1795-1890

）
で
あ
る
。
彼
れ
は
支

那
に
來
て
東
印
度
會
社
の
書
記
か
ら
大
班
に
進
み
、
貿
易
監
督
官
、
香
港
太
守

等
の
劇
職
に
居
な
が
ら
、
立
派
な
支
那
學
者
で
、
其
著
述
も
極
め
て
多
い
。
漢

詩
を
論
じ
た
る
も
の
あ
り
、
元
雜
劇
、
小
説
を
譯
し
た
る
も
の
も
あ
り
、
其
の

中
に
文
句
の
意
味
を
誤
解
し
た
點
も
少
な
か
ら
ぬ
が
之
を
責
む
る
は
酷
で
あ
る
。

殊
に
其
著 The C

hinese. A
 G

eneral D
escription of the Em

pire of C
hina and

 its Inhabitants. London 1832. 
は
支
那
に
關
す
る
種
々
の
智
識
を
與
ふ
る
も

の
と
し
て
歐
洲
人
士
に
歡
迎
さ
れ
た
と
見
え
、
屡
〻
覆
刻
さ
れ
又
初
版
の
世
に

出
で
ゝ
間
も
な
く
、
佛
獨
蘭
伊
の
四
國
語
に
譯
さ
れ
て
居
る
（
九
）
。
以
上
は

一
千
八
百
年
以
後
英
國
人
で
、
支
那
學
の
先
驅
を
し
た
重
な
人
々
で
あ
る
。
前

に
も
申
す
如
く
『
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
卿
』
が
大
使
と
な
つ
て
支
那
に
來
る
ま
で
は
、

譯
官
を
得
る
さ
へ
困
難
し
た
位
で
あ
る
が
、
其
後
英
國
人
が
其
國
と
支
那
と
の

通
商
上
若
し
く
は
支
那
に
布
教
す
る
點
に
つ
い
て
支
那
の
語
言
文
字
を
知
る
必

要
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
か
ら
數
年
な
ら
ず
し
て
か
ゝ
る
人
を
出
し
た
も
の
で
、

一
千
八
百
十
六
年
（
嘉
慶
二
十
一
年
）
に Lord A

m
herst

（
國
朝
柔
遠
記
に
は

羅
爾
美
都
と
書
い
て
あ
る
）
が
大
使
と
な
つ
て
支
那
に
來
り
、
北
京
に
乘
込
ん

だ
と
き
は
隨
員
と
し
て Staunton 

あ
り M

orrison 

あ
り
、
又 D

avis 

あ
り
、

何
れ
も
當
時
錚
々
た
る
支
那
通
で
、
然
か
も
そ
れ
が
『
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
卿
』
の

派
遣
さ
れ
し
よ
り
僅
に
二
十
四
年
に
過
ぎ
ぬ
が
、
兩
者
を
比
較
し
て
誠
に
霄
壤

の
差
が
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
年
十
二
月
、
藝
文
第
五
年
第
拾
壹
號
）

　
　
（
一
）D

avis, C
hinese M

iscellanies. p. 50

　
　
（
二
）D

avis, C
hinese N

ovels. p. 4

　
　
（
三
）W

ylie, N
otes on C

hinese Literature. p. xxxiii.

　
　
（
四
）Sir G

eorge Staunton,A
n A

ushentic A
ccount of an Em

bassy fr

　
　
　
　
　om

 the K
ing of G

reat B
ritain to the Em

peror of C
hina. &

 c. p

　
　
　
　
　p. 45-47.

　
　
（
五
）
國
朝
柔
遠
記
卷
七

　
　
（
六
）H

enri C
ordier, B

ibliotheca Sinica. p. 546

　
　
（
七
）D

avis, C
hinese M

iscellanies. p. 51

　
　
（
八
）M

em
orials of Protestant M

issionaries to the C
hinese. pp. 1-2.

　
　
（
九
）H

enri C
ordier, H

alf a D
ecade of C

hinese Studies. T'oung Pao 

　
　
　
　
　III.
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青
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文
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情
報

底
本
：
「
支
那
學
文
藪
」
み
す
ず
書
房

　
　
　1973
（
昭
和48

）
年4

月2

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
支
那
學
文
藪
」
弘
文
堂

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年
発
行

初
出
：
「
藝
文
　
第
五
年
第
二
號
、
第
三
號
、
第
拾
壹
號
」

　
　
　1914

（
大
正3

）
年

※
注
釈
中
の
ロ
ー
マ
数
字
は
半
角
ラ
テ
ン
文
字
で
代
用
し
ま
し
た
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
染
川
隆
俊

2011

年1

月17

日
作
成

2013

年4

月17

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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